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自程

合       」R大宮駅 南改 本L口 前
8時 30分

  貿 大宮駅出発   こまち 7号  (14号車)

10月 16日 (金 )

8時 54分   」
昌大曲駅到雇|    ・12時 4分   」F幹

線車中にて 米澤牛めし弁当を食 してぃただきます。
昼食   新

払日Im・ (秋田県埋蔵文化財センター )

金沢柵・(金沢柵資料館)

沼柵跡

宿泊   柵の湯     払
需蝙 1拿査9渠う鵞。

秋田県 大イ山
187-69-33¬ 1)(0

乗車
8時 53分   角

層鵠 駅着   秋田内陸縦貫鉄道
10月 17日 (土 )

9時 45分   阿. 
角館～阿仁マタギ駅間を電車 にて移動します。

マタギ資料館
根子集落 (またぎの里 )

昼食    北秋田市鷹巣町  割烹みよし
きりたんぽを中心とした料理を予定

北秋田市文化会館
伊勢堂岱遺跡・(藤株遺跡・胡桃館遺跡 )

大湯環状列石・(ストーンサークル館 )

宿泊    丸富ホテル     日本一しょっぱぃ温泉のしょっぺ～温泉です。
秋田県 山本郡三種町 森岳字木戸沢 115

(0185-83-2311)

地蔵田遺跡10月 18日 (日 )

秋田県立博物館
秋田城跡・(秋田城跡出土品収蔵庫 )

昼食    秋田市大町    稲庭饂飩 無限堂
稲庭饂飩を中心とした料理を予定

秋田県民族伝承館

15時  3分   」R秋田駅出発   _ま
ち 22号 (14号車)8時 42分   」R大宮駅到着   し1



払 田 柵 所在地 秋田県大仙市払田仲谷地95

払田柵跡は1974年 より通年学術調査を実施しており、現時点までおお
よそ次のことが判明している。政庁は中心施設であるが儀礼的な場で
あり、実務的な場(建物)は政庁からやや離れた長森丘陵東側に置か
れたと思われている。対する西側丘陵域は主に鉄・銅などの金属の生
産や加工の場として利用され、二人集団の作業場兼居住域であったこ
とが判明しつつある。外柵で囲まれた広大な低地は当初、耕地が広が
り馬が放たれ、兵士・農民が居住する空間と推測されていたが、実際に
は複数の川が流れ、河川敷・湿地が広がる所であり、居住には適さな
い場の多いことが明らかになりつつある。しかしこの区域は水や火を用
いて行う祭祀には好都合の場であり、近年祭祀関連の遺構・遺物が多
く発見されている。このように払田柵は軍事的、政治的な要素を兼ね備
えた国の役所であるとともに、柵内では鉄の生産や鍛冶、さらには祭祀
もとり行われていたと思われ全体像が徐々に明らかになってきている。

払田柵は外柵と外郭から成り立っている。外柵は真山
丘陵と長森丘陵を楕円形に包み込む外柵によって区
画される中から外郭を除いた範囲で、真山丘陵と沖積
地からなる。外柵は角材列から成り、東西南北4箇所
に門を構え、東西1,370m、 南北780mに及ぷ。柵
内の範囲の面積は約875,000ぶ である。
外郭は長森とその北側にある低地によって構成され

る。東西765m、 南北320mの長楕円形で、面積約 1

63.000ボ、外郭線の延長は約1,760mである。
区画施設は地盤の堅固な丘陵裾部が築地土塀、軟

弱な低地が角材列で、両者は連続して外郭線を形成
し、外柵と同様に東西南北4箇所に門が開く。
外郭の中央部には政庁が存在する。政庁は削平と

盛土によって平坦地を造成し、板塀によって方形・長
方形に区画した中に、正殿、東・西脇殿が配置され、
これらの建築と政庁南門によって囲まれて広場があ
る。主要建物の変遷は五期に区分されている。

出土品鰯
   薄践蕩■まい軍羮鼈

○木製品  ホイド清水や、外郭南部を流れる河川跡
継官弯鬼な命群量″藩蕎

=ミ
F′足程霜じた署ど繁含器、細い串、箆、箸などで、漆塗りの椀α

の支え木も出土している。

○金属製品 金属製品の出土はいたって少ないが、これまで鏃、刀子(ナイフ)、 農具である鋤の先、刀の柄頭の金
具などがある。

○文字資料
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払田柵総合案内所
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政庁跡



金澤柵
金沢城は、横手盆地中央東縁、厨川左岸の丘陵先端 (標高170m・ 比高
90m)に 築かれた山城で、頂部を主郭に、主郭の北西側に二の郭を、二
の郭の北東側尾根に北郭を、二の郭の南西側尾根には西郭を配置し、
二の郭を中心に十字方向に郭が配置されていたと考えられる。 金沢
城は、後三年の役(1083～ 7)で源義家・藤原清衡に攻め減ぼされた清
原氏の居館金沢柵に比定され、築城は古代出羽を支配した清原氏とさ
れている。
金沢柵の中心は独立した岩山からなり、周囲約4kmは断崖で、また北
側には厨川が流れており、天然の要害をなしていた。また、柵の守りは
かたく、難攻不落の山城であった。(1087(寛治元)年 11月 14日 の明
け方に兵糧攻め陥落した。)

現在はサクラやツツジの名所にもなっている金沢柵跡には、かつての
戦いの跡が残っている。山頂近くの二の丸跡にある金沢八幡宮は、清
衡が義家の命により、1093年、京都の石清水八幡宮を勧請して創建
したとされ、毎年9月 14日 の祭典宵宮に行われる掛け歌行事 (県民俗 )

で知られる。16歳で初陣し、多くの敵を討ち取った鎌倉権五郎景政が
義家の命で敵兵を弔つた所という景政功名塚や、焼米の出上した兵糧
倉跡など、多くの史跡がある。

沼柵跡
沼館城は、横手盆地の中央西部、雄物川右岸の河岸段丘 (比高10m)
先端に位置する平城で、後三年の役で清原氏の本拠とされる沼の柵と
同じ場所に位置する。後三年の役に際し、家衡は、出羽国の沼柵 (現、
横手市雄物川町沼館)に帰り、戦いの準備を始めていたが、義家軍が
出羽に攻めてくると、家衡は叔父武衡の助言で、沼柵から金沢柵に本

当離 譜ヒ転禦製薬 精諮黎儀吻占こ壷称‖
の氾濫原の低湿地帯で、自然の外濠であった。沼館城は、築城時期は
諸説あり、正安2年 (1300)に小野寺道有が、寛正年間(1460～ 6)に 小野
寺道春 (沼館孫二郎)が築いたとされる説がある。現在は、本丸は臓光
院、二の丸は沼館小学校、三の丸は沼館中学校となつており、郭・土
塁・堀が残る。

平安の風わたる公園
「雁行の乱れ」で有名な後三年の合戦 (役 )の古戦場・西沼のほとりに
広がる歴史公園です。合戦の主役の武将たちのプロンズ像、レリーフ
等が、訪れる人々を平安の時代へといざなってくれます。沼にかかる雁
橋 (かりがねばし)が水面に美しく映えます。

後三年の役金沢資料館
金沢柵跡と伝えられる山なみを背景に、二重の宝塔をモチーフにした

力朧灯鬱難岬殿惣憫群

金沢八幡宮



「みちのくの小京都」角館

曽由嘗首[電曇錮甘婚耐撃М鱗鯰亀製踵視?お場臨1漱総響懸
Eつくったのは芦名 (あしな)氏で1620年 (元和6年 )のこと

である。町は「火除(ひよけ)」 と呼ばれる広場を中心に北J
人や商人が住む「外町 (とまち)」 に区分された。このかつて
ており、「内町(うちまち)」 には、築200年近い屋敷が建ちコ
屋敷群の表通りは、国の重要伝統的建造物群保存地区α
(とまち)」 は、「内町(うちまち)」 と対照的にびつしりと商家′
や土蔵も数多く残り、町の人はこの空間を大切にしながら|

秋田内陸縦貫鉄道

秋田内陸縦貫鉄道は、秋田県北秋田市の世界一のブ
秋田県仙北市のみちのくの小京都、角館駅までの94
秋田県の内陸部を南北に縦貫する秋田内陸線 (あき,

0万賢鳴霜絣「勝饗税殻踊 理輩1
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[  贄  i
議慇 内 脚 劉 壼柵 癬溜
鑑 晶 這騰 認 盤ぽ 継 糟
革紺 贅里容躍脅量肇罫薔泰貪楚雛 世紀以上を経て、沿線住民の念願であった鷹巣～角館間
94 2Kmはついに全線開通となった。

存続か廃止か

ζ褥 躊 締  3重腑 雖



根子集落

マタギとは

I纏揚獄著]某1賭磁途1ま酪蓄踏
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主なマタギ集落

蛛 隋    咆5渕鰈 し
青森

岩手

秋田

山形

新潟

西日屋村、岩坂
沢内 (西和賀町)

阿仁・根子・笑内・打当(北秋田市)、 戸沢 (仙北市)

大鳥 (鶴岡市)、 五味沢・長者原・′1ヽ 玉川 (4ヽ国町)

三面 (村上市)

新潟・長野 秋山郷(津南町・栄村)

マタギ資料館

秋田県阿仁町打当にあるマタギ資料館に
は、県民俗文化財に指定されている鉄砲を
はじめ、マタギの生活ぶりや衣裳、狩猟道
具126点を中心にマタギに関する資料が展
示されています。また、おもに狩りをした動
物の剥製も展示され、生態系も知ることが
できます。我が国で唯―のマタギ資料館で
ある。

零 驚ご ■‐ |口P  一

根子番楽

「番楽」は、かつて修験道の山伏たちによって行われてい

の重要無形民俗文化財に指定されています。



伊勢堂岱遺跡

im踊鸞靱鱚靱馨
特徴

縄文時代後期の遺跡で、A～ Dの 4つ のストーンサークルや掘立柱建物跡、土坑墓、土器埋設遺構、捨て場、フラス
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しており、つるの部分が特徴的であ
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陸縦貫鉄道)の 建設時
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新たに発見された直径約36mのストーンサークルDは現在発掘中である。
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北秋田市文化会館

文化会館の中には遺跡展示室があり、藤株遺
跡、伊勢堂岱遺跡、胡桃館遺跡(平安時代後期
の埋没遺跡)などの発掘遺物が展示されており
ます。
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大湯環状列石

大湯環状列石は、ストーンサークルや環状石維 (かんじょうせきり)とも呼ばれ 、秋田県鹿角市十和田大湯にある縄
文時代後期の大型の配石遺跡であり、1931年に発見された。現在は国の特男J史跡に指定されている。遺跡は約
130メ ートルの距離をおいて東西に対峙する野中堂と万座の環状列石で構成されている。この遺跡は、山岳丘陵の
末端にのびる舌状台地の先端部に造られており、河原石を菱形や円形に並べ た組石の集合体が外帯と内帯の二
重の同心円状 (環状)に配置されている配石遺構である。

解ハ震甥脇Ψ言揖義五朝題島T艶蝠 畠期潜麟普偽『
の外側劉源石で二重嘔に囲
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軋 趙 黎 魃 脚 囃『
査[野誉卍[霜塾町1″FS蜂淳』ょ論帥郡当蟄翻 1な P部
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藤株遺跡
藤株遺跡は、摩当山山地が小猿部川と小森川によって
に湧水池が二ヶ所、北側には中堤(鷹巣中央公園)とい
期の追跡が点在する。藤株遺跡は、明治19年 内田清ラ
れた全国的に知られた遺跡の一つである。昭和55年 に
の8千平方メートルについて発掘調査がおこなわれた。
土器や石器などの出土品も整理箱で400箱と相当な属
人骨が発見され、多くの文化財関係者の関心を集めた(

形しており、火葬され埋葬されたものと推損1されている。

胡桃館遺跡

胡桃館遺跡は、延喜15年 (915)の十和田火山噴火に伴
頃の、住居及び官術的な性格をあわせもつ遺跡と考え:

校の新築工事に伴うグランド整備の際に、須恵器と上自]
土師杯などとともに掘立柱や貫穴のある角柱が見つか |

四脚門跡と思われる遺構や棚列2種・建物4棟などが男
跡は埋め戻されており、遺構には胡桃館埋没建物収蔵

議計
たこ警馨彙lF査雛寧労催ξi↓百留1認こ警ぶ韓ぶ嘉詈層∫量λ諸鮪籠鮮鮎靴』齢鞠 l格

藤株遺跡より出土の人骨判読された木簡



地蔵田遺跡
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遺跡全景(復元前)       遠賀川系土器

地蔵田遺跡の弥生集落は、居住域の周囲を木柵で楕円形に囲

遺跡の復元・整備について 遺跡現況

秋田県立博物館

秋田県立博物館 (あきたけんりつはくぶつかん、Akta

ヽ
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遺跡全景 (復 元前) 土器棺墓



秋田城跡

増型:11:は
遺ヽ跡の重要性が言忍められて約90ヘクタールが国の史跡に

秋田城跡の発掘調査

日本と,勃 海の関係

水洗厠舎跡(現在建物も復元されている)
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ち6回は秋田に漂着している。

秋田城全景

復元された外郭東門と築地塀

/



秋 田市民族芸能伝承館

竿燈とは

三鷺霧[調踊章「[撫留]儲疑
竿燈の種類

1:勇:]意崇[曇IE」頭鼻:草12』事il漂:llと世雷譲閣話ti4
省葛1尖;itt藉言〔篭隼要♂翠:悪肇:kgヽ

長さが5m、 提灯の数が24個。こ

古代の城柵について

ストーンサークル

7聟髯り鸞 難ぢr炉貫1と
もし駆「ヽア程1曇望磐織銭よ

に類する遺構として環状木柱列 (かス
本町のチカモリ遺跡では直径50～ 851

山県小矢都市の桜町遺跡では縄文剛
径6メートルの遺構など全国で10数例
(ウッドサークル)と呼ばれている。これらは墓地遺跡ではなく祭祀遺跡の可能性
の方が強い。


